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試料ガス�

検知剤�
（白色）�

取付口�

二酸化塩素 Chlorine dioxide ClO2

1．別　名 4．他の分析方法

吸光光度法

2．性　質　

3．危険性・有害性

気体，赤黄色，刺激臭
●分子量； 67.45
●比重； 2.33（気体）
●沸点； 11℃
●溶解性； 溶（4℃　2,000ml/100g水）
●爆発範囲； 10％
●許容濃度； 日本0.1ppm

米国0.1ppm（TWA）
0.3ppm（STEL）

5．用途及び発生場所

紙，パルプ，繊維の漂泊。デンプン，小麦粉，特に

パン用粉の漂泊および品質改善のために10～20ppm

程度用いられる。

6．関係法令

7．検知管の適用

可燃性・爆発性； 強力な酸化剤で多くの物質と爆発
的に反応する，硫黄，リンおよび
硫化物と接触すると爆発する。

人体への影響； 5ppmでは確実な刺激性をあらわ
し，19ppmではばく露時間によっ
ては死を招くという報告がある。
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116 注） 二酸化塩素

仕　様 他のガスの影響

測 定 範 囲 1～20ppm

試料採取量 100ml

測 定 時 間 2分間

検 知 限 度 0.3ppm

色 の 変 化 白色→赤橙色

反 応 原 理 オルトトリジンが還元され，ニトロソ

オルトトリジンを生成する。

有 効 期 限 2年

経 年 変 化 原色が変わり，変色層の境界が不明瞭

になり，指示が高くなる。

使用温度範囲 0～40℃（温度補正あり）

湿度の影響 なし

校 正 方 法 吸光光度法

妨　害　ガ　ス
濃度

影　響
〔ppm〕

塩素 1 指示が高くなる

二酸化窒素 1 〃

臭素 1 〃

注）濃度表式検知管

文献　2－45）


